
3 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）
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・文化団体の支援や市民文化祭、市美術展、音楽のまちづくり推進事業等を活性化することにより、芸術文化活動の推進に取り組ん
でいます。
・各種競技における底辺の拡大と競技力の向上を図るため、選手や指導者の育成に取り組んでいます。

課　　題

・芸術・文化活動に携わる市民の固定化、高齢化の傾向があり、既存事業のほか、新たな活動や若い世代を支援し、芸術文化に直
接触れる機会の充実が求められています。
・スポーツの競技力向上のためには、地域における指導者の発掘、育成が求められるとともに、クラブ組織の育成やトップアスリート
によるスポーツ教室の開催等も必要です。

令和

まちづくり目標 未来につなぐまち 政策名 誰もが学び豊かな心を育てるまちづくり

施 策 № 15 施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

施策の現状
及び課題

現　　状

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業② スポーツ活動の推進

施策の
トータルコスト

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 地域協働課、図書館、水族博物館、埋没林博物館

１０年後の
目指す姿 　多くの市民が芸術文化やスポーツに取り組み、まちがうるおいと活力に満ち溢れています。

目指す姿の実
現のための取

組
(基本事業)

基本事業① 芸術文化活動の推進

施策を進めるた
めの役割分担

基本事業③

基本事業④

８年度実績

行　　政

・新川文化ホールや他の公共施設等を活用して、子どもの頃から優れた芸術文化に触れる機会を増やします。
・文化関係団体と連携を図りながら、新たな活動や若い世代を応援します。
・スポーツ指導者の資質向上と競技力の向上の取り組みを支援します。
・選手層の底辺拡大とスポーツ指導者の資質、競技力の向上の取組を支援します。

市　　民
・

事 業 所

・積極的に芸術文化活動に参加します。
・積極的にスポーツ活動に参加します。

387,697

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 115,102

７年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 502,799

区　　分

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 533,615

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 7,200

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 23

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 761

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 30,816

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

参　　考
１時間あたりの平均人件費 4,280

　同　　上
円 13,183

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 12,422

魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477
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令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【音楽のまちづくり推進事業】
・「おんがく広場＠Senzoku魚津」へ事業を委託し、出前コンサートや市民のためのクラシック講座、小中学校での音楽指導を行い、ま
た、新型コロナウイルスの感染対策をとりながら、学びの森音楽祭等を実施し、市民が音楽に気軽に親しめる環境を作り、当市の音
楽文化の振興を図りました。
【新川学びの森天神山交流館運営事業】
・前年に引き続き、新川学びの森天神山交流館の施設及び敷地の利活用事業者を公募し、１者を選定しました。
【新川文化ホール事業】
・指定管理者と協議しながら、新型コロナウイルスの感染対策を行い、可能な範囲での鑑賞事業などを実施しました。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、小学５・６年生を対象にした舞台芸術鑑賞会は前年に引き続き中止になりましたが、
中学２年生の鑑賞会は実施しました（11月17日）。
【芸術文化振興事業】
・芸術文化団体などへの補助金交付を通じて、芸術文化活動を支援しました。新型コロナウイルスの感染対策をとりながら、市民文
化祭（10月23日～24日）や市美術展（11月３日～７日）を開催しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 15 施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

基本事業名 ①芸術文化活動の推進

基本事業の目的（意図）
市民へこころのゆとりと潤いをもたらすため、多様な芸術、文化、音楽活動等を積極的に支援し、幅広い芸術文化活動の振興を図
ります。

成果指標名 単位 ７年度
（中間目標値）

新川文化ホール等で開催される企画事
業の延べ入場者数

30,000

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

30,000

780

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生涯学習・スポーツ課

一般会計 芸術文化振興事業 1,867,000 1,312,900 554,100 Ａ 生涯学習・スポーツ課

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

生涯学習・スポーツ課一般会計 音楽のまちづくり推進事業 2,498,000 2,480,000

一般会計

0

0

0

Ａ

新川学びの森天神山交流館運営事業 35,371,586 34,984,805 386,781 Ｂ

0

0

生涯学習・スポーツ課

0

0

0

0

0

一般会計 新川文化ホール事業 79,004,606 76,323,830

0

2,680,776 Ａ

0

0

0

0

0

0

0

0

市美術展や市民文化祭の出演者及び
出展者の延べ人数

12年度
（目標値）

770 770
758 494

768530 760

29,612 11,151
29,800 29,900

624

29,000 29,600

令和元年度

0

0

0

0

人

人

14,518

0

0

合　　計 118,741,192 115,101,535 3,639,657

0
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ありそドームや桃山運動公園等、市内
の体育施設の延べ利用者数

人
323,000 528,000

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

530,000
530,000

4,000

成果指標名 単位

実績値

１次評価結果

一般会計 東京オリンピック・パラリンピック関連事業 4,627,000 3,339,079 1,287,921 -

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

一般会計 市民体育大会等開催支援事業 4,385,000 3,544,095 840,905 Ａ 生涯学習・スポーツ課

一般会計

生涯学習・スポーツ課

一般会計 体育施設管理事務 396,760,000 378,384,802 18,375,198 Ｂ 生涯学習・スポーツ課

スポーツ選手等強化育成事業 4,335,000 2,428,985 1,906,015 Ａ

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

0

生涯学習・スポーツ課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 410,107,000 387,696,961 22,410,039

0

基本事業の目的（意図）
選手層の底辺拡大と指導者の育成に努め、国際的に活躍する選手の輩出を目指すとともに、育成した子ども達が将来、地域ス
ポーツの指導者や選手強化スタッフとしての一役を担うという、好循環の創出を目指します。

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【東京オリンピック・パラリンピック関連事業】
・公道での開催を予定（６月３日）していたオリンピック聖火リレーは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、県内全面で取りやめとなったため中止となりました。パラリンピック聖火フェ
スティバルでは、ありそドームで採火イベント（８月15日）を行いました。
・ボッチャ日本代表の合宿開催を支援するとともに、市内在住の２選手（ボッチャ、車いすバスケットボール）の代表内定をPRして応援活動を行いました。
【体育施設管理事務】
・市民がいつでも気軽にスポーツやレクリエーションに親しむことができる拠点として、ありそドームや室内温水プールをはじめとする市体育施設を指定管理により管理運営しました（指定管
理契約期間：令和３年度～６年度まで）。
・築20年以上の経過で劣化が激しいありそドームにおいて、メインアリーナの床面を改修するとともに、省エネルギー化に向けた照明のLED化工事を行いました。
・スポーツ施設長寿命化計画を改訂し、計画的な施設修繕を実施しました。
【スポーツ選手等強化育成事業】
・平成28年度から開催しているパナソニックラグビークリニックを２年ぶりに開催（７月９・10日）しました。
・市出身のプロ野球選手である石川歩投手による野球教室（12月27日）を行いました。
・ジュニア育成や優秀選手派遣に対する助成を通じて、選手強化に取り組みました。
【市民体育大会等開催支援事業】
・新型コロナウイルス感染症の影響により、市民体育大会は、夏季競技は21種目中13種目を実施、冬季競技は、実施できませんでした。県民体育大会等に出場する選手に対して大会派遣
経費の一部補助を実施しました。
・新型コロナウイルス感染症の影響により前年度開催できなかった魚津しんきろうマラソンは、感染症対策を実施しながら、規模を縮小して「日本風景街道（蜃気楼ロード）ミニマラソン」（４月
24日）として開催しました。
・全日本大学女子野球選手権大会は、２年ぶりの開催を目指して感染症対策検討しながら準備を進めてきましたが、直前の感染症拡大状況により中止しました。
・スポーツ団体や地域、経済、産業、観光など様々な団体等が参画する『うおづスポーツコミッション』を立ち上げました。（10月25日）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 15

目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度
（目標値）

530,000
535,690 255,365

529,000

247,713

施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

基本事業名 ②スポーツ活動の推進

4,015
4,080 4,008

スポーツ競技団体に登録している延べ
人数

人
4,060 4,045 4,0004,030

3,874



施 策 № 15 施 策 名 芸術文化・スポーツの振興

令和3年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和3年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①芸術文化活動の推進】
◆（前総合計画における成果指標項目である）「芸術文化に触れる機会が多くあると感じる市民の割合」は、最終目標年度の令和２年度が23.4％と、
目標値比16.6ポイント減となりました。
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主事業の参加者は、前年度の11,151人から14,518人（3,367人増：令和元年度比15,094人減）と
なっています。
◆本市には、新川文化ホールと新川学びの森天神山交流館の文化施設があり、その中で行われている文化芸術活動は、近隣他市、同規模市に比
較しても充実しています。

【②スポーツ活動の推進】
◆スポーツ少年団の加入率は、前年度の26.9％から27.6％（0.7ポイント増）となっています。
◆スポーツ大会への参加者数は、前年度の5,146人から10,174人（5,028人増）となっています。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆新川学びの森天神山交流館では、新たな利活用事業者や事業運営団体等と連携し、引き続き、施設や周辺地域の活性化図ります。
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館で開催するコンサートや企画展について、指定管理者や事業運営団体と協議し、幅広い分野の魅
力ある企画事業をバランスよく開催しながら、来館者の増加につながるよう工夫します。
◆文化施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設計画に基づき、長寿命化を図っていきます。

【②スポーツ活動の推進】
◆東京2020オリ・パラを契機に、市ゆかりの選手の応援活動や競技の普及活動を通じての国際交流活動を行っていきます。
◆関係団体と連携を図りながら、小中学生の競技人口の拡大と選手の競技力向上に向けて継続的に取り組みます。
◆トップアスリート等から直接指導を受けるクリニックを充実させ、子どもたちを中心とする選手の競技力向上や指導者育成の支援を引き続き実施し
ます。
◆幅広い団体が連携したスポーツコミッション組織により、スポーツを通じた地域活性化を図ります。
◆令和２年４月に策定したスポーツ施設の長寿命化計画は随時見直しを行いながら、計画的で効率的な維持管理に努めます。
◆部活動の地域移行について、関係省庁からの提言等に的確に対応していくよう、運動部・文化部それぞれの関係団体等と連携して進めます。

【①芸術文化活動の推進】
＜新川学びの森天神山交流館運営事業＞
◆施設及び敷地の利活用事業者の公募では、譲渡や貸付に関する内容を変更して公募して１者を選定し、施設と文化の継承につなげました。
＜新川文化ホール管理事業＞
◆指定管理者は施設の維持管理、利用料金徴収業務、委託イベントの開催、自主企画事業等を実施しました。
＜芸術文化振興事業＞
◆新型コロナウイルス感染対策を行い、魚津市民文化祭や魚津市美術展を開催し、芸術文化の振興に努めました。
◆文化芸術団体の活動助成や、新川文化ホール展示ホール及びミラージュギャラリーにおける市美協会員展の開催支援は、市民の芸術文化活動
の充実に結び付きました。

【②スポーツ活動の推進】
＜東京オリンピック・パラリンピック関連事業＞
◆本市のボッチャサポーターの増加を図るため、児童への体験会や地域住民への普及活動を実施し、競技のPRや普及に努めました。
＜体育施設管理事務＞
◆ありそドーム利用者が安全で安心して使用できるように行ったメインアリーナの床面改修と省エネルギー化に向けた照明のLED化工事により、快適
にスポーツ活動を行うことができる環境を作りました。
＜スポーツ選手等強化育成事業＞
◆パナソニック㈱スポーツ事業センター（現　パナソニックスポーツ㈱）との連携協定に伴うクリニックを開催し、スポーツ少年団や中学・高校部活動の
競技レベルの向上に努めました。
◆プロ野球選手の石川歩投手による野球教室では、初めてスポーツ少年団未所属の児童への体験会を実施し、競技人口の拡大にも取り組みまし
た。
<市民体育大会等開催支援事業>
◆「うおづスポーツコミッション」を設立し、スポーツ資源を活用したイベントを観光や産業等の地域資源に結び付け、地域活性化を図る道筋を示しまし
た。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）


